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語辞典﹄ ︵大学書林、一九九七︶ 、 ﹃古典
アルメ
ニア

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































﹂ ︵一九八五︶ 、 ﹁印欧語
における
文構造
と
動格性﹂
︵一九九一︶ 、 ﹁印欧語
における
人称代名詞
と
動格性﹂
︵一九九六︶
などに
示
されているように
、言語類型論
を
援用
することで
歴史言語学
を
豊
かなものにされたの
である
。
また
、千種先生
は
文字
についても
独自
の
視点
を
示
された
。 ﹁文字
の
類型的分類
と
日本文字
の
表記体系﹂
︵二〇〇七︶ 、 ﹁常用漢字
の
認知文字論的考察：認知情
報単位
の
類型
と
分布﹂ ︵二〇〇八︶
などである
。文字論
一五
192193
は
西洋
の
言語学
の
伝統
の
中
で
軽視
されていた
分野
であ
るが
、河野六郎先生
はその
認識
を
改
めるべきことを
説
かれ
、中村先生
もその
考
えを
受
け
継
いでおられた
。千
種先生
はさらに
包括的
な
文字論
を
試
みておられる
。
ほかに
、千種先生
が
文学研究科内
でのつながりか
ら
、何炳棣著、寺田隆信・千種真一訳﹃科挙
と
近世中
国社会：立身出世
の
階梯﹄ ︵平凡社、一九九三︶
の
翻
訳
に
加
わられ
、 ﹃食
に
見
る
世界
の
文化﹄ ︵東北大学出版
会、二〇〇七︶
の
編集
に
携
わられたことにも
触
れてお
こう
。
ゴート
語
および
古典
アルメニア
語
という
、
インド
・
ヨーロッパ
語
の
中
でも
、比較的特殊性
の
高
い
言語
を
対
象
にして
、文法
とテキストおよび
辞典
という
基本的
な
資料
を
、高
いレベルにおいて
公刊
されたことは
、日本
のインド
・
ヨーロッパ
語研究、
ひいては
言語研究全体
に
大
きく
貢献
するものである
。
しかも
入手
しやすい
形
で
出版
されたことは
研究者
の
裾野
を
広
げることにつな
がり
、後学
に
裨益
するところが
大
きい
。千種先生
は
、
意味分類
によるシソーラス
型
の
辞典
の
作成
を
魅力的
な
課題
として
構想
されておられたが
、具体的
な
実現
は
後
学
の
責務
として
遺
されたことになるのであろう
。
千種先生
は
、二〇一〇年末
ごろから
具体化
した
日本
歴史言語学会設立
の
動
きにその
準備
の
段階
から
加
わら
れ
、二〇一一年
の
創立
にあたって
、後藤敏文会長︵当
時本研究科
インド
学仏教史専攻分野教授︶
の
下、副会
長
に
推
されられた
。二〇一四年
には
、本学
で
開催
され
た
大会
において
、後藤初代会長
の
後
を
襲
う
二代目
の
会
長
に
就任
された
。
言語
の
歴史的研究
は
言語学
の
中
で
伝統
ある
分野
では
あるが
、現代
の
言語学
が
多様
な
理論
とアプローチを
展
開
している
中
で
必
ずしも
目立
った
位置
づけにはない
。
会長
たる
千種先生
は
、
ご
自身
が
言語類型
などからも
多
くの
着想
を
得
られたように
、現代言語学
の
成果
を
貪
欲
に
取
り
入
れた
形
で
歴史言語学
がさらに
発展
すること
に
意
を
尽
くしつつ
、
その
任
にあたられたようにお
見受
けする
。
言語学研究室
に
来
る
留学生
の
多
くは
日本語
を
専門
に
しているので
、千種先生
の
専門領域
と
近
いとは
言
えな
い
者
がほとんどである
。千種先生
は
、
しかし
、
そのよ
うな
留学生
も
積極的
に
受
け
入
れ
、指導
に
尽
くされた
。
そのうちの
何人
かとは
帰国後
も
深
く
長
い
交流
を
続
けて
おられ
、時
に
講演
や
講義
に
招待
されることもあった
。
先生
のお
人柄
をよく
物語
っている
。
先生
は
、話術
に
長
けておられる
。
さまざまな
話題
を
提供
され
、時
に
飄々
と
、
また
時
に
辛辣
に
、
あるいはシ
ニカルにコメントされては
、酒席
を
盛
り
上
げるのが
常
一六
であった
。年
の
離
れた
学生
にも
気軽
に
声
をかけておら
れた
。
千種先生
は
無類
の
温泉好
きでもあられる
。旅行
もお
好
きであって
、東北地方
はもとより
全国各地
の
温泉
を
巡
られている
。
ご
退職後
も
後進
の
指導
になおしばらく
の
間
は
携
わられることもあろうが
、早晩
その
任
から
解
放
されることになろう
。
その
暁
には
、
いっそう
健康
に
留意
されて
、温泉巡
りなどで
悠々自適
の
生活
をお
楽
し
みいただくことを
願
っている
。
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